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令和元年度に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人政策研究大学院大学 

 

１ 全体評価 

 
政策研究大学院大学は、公共政策に関する研究と教育を通して、日本並びに世界におけ

る民主的な社会統治の普及・充実・強化に貢献することを目的に、世界的にも卓越した研

究・教育を実現することを目指している。第３期中期目標期間においては、国際的スタン

ダードに適合した研究・教育システムの革新、環境・条件の確保を図りつつ、政策研究の

学問的確立を先導し、政策提言を行うための基盤整備を行うとともに、政策指導者や真の

エリートの養成、開かれた政策構想の交流の場（ポリシー・コミュニティ）の形成等の機

能強化を図ることを基本的な目標としている。 
この目標の達成に向け、学長のリーダーシップの下、今後10年後に目指す姿及びそれを

達成するための行動指針について定める「GRIPSビジョン2030」の策定等について重点的

な議論を行うとともに、修士課程公共政策プログラムに、新たに総合政策コースを設置し

開講するなど、「法人の基本的な目標」に沿って計画的に取り組んでいることが認められる。 
 

（「戦略性が高く意欲的な目標・計画」の取組状況について） 

第３期中期目標期間における「戦略性が高く意欲的な目標・計画」について、令和元年

度は主に以下の取組を実施し、法人の機能強化に向けて積極的に取り組んでいる。 
○ 新たに博士課程GRIPS Global Governance Program(G-cube)内に国家建設と経済発展プ

ログラムとの融合によるGrowth and Governance Studiesコース及びJICAとの開発大学院連

携プログラムによるInternational Development Studiesコースの２コースを新設し、学生３

名を受け入れるとともに、修士課程公共政策プログラム内に、総合政策コースを新設し、

平成31年４月から２名の学生を受け入れている。（ユニット「学位プログラムの再編・強

化」に関する取組） 
○ 政策プロフェッショナルに必要とされる高度なコミュニケーション能力を育成するこ

とを目的とするプロフェッショナル・コミュニケーションセンター（CPC）において、

引き続き個別指導や授業を実施するとともに、文化交流、学術交流を促進するためのCPC
ラウンジにおいて、プレゼンテーション、スピーキング、ライティング等学生のライテ

ィング、コミュニケーションスキル向上に役立つワークショップを開催している。（ユニ

ット「多様な学生が互いに学ぶ機会の拡充（国内・国際のプログラム区分のシームレス

化の促進/英語・日本語教育のリデザインとその指導体制の刷新）」に関する取組） 
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２ 項目別評価 

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

一定の 
注目事項 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化   ○    

（２）財務内容の改善   ○    

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営    ○   

 
 
Ⅰ．業務運営・財務内容等の状況                          

 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載21事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
 
 

 
（２）財務内容の改善に関する目標                         

①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載８事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
 
 
 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期計画の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載５事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
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（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守 
 

【評定】中期計画の達成に向けておおむね順調に進んでいる 

（理由） 年度計画の記載８事項全てが「年度計画を上回って実施している」又は「年度

計画を十分に実施している」と認められるが、情報セキュリティマネジメント上

の課題があること等を総合的に勘案したことによる。 
 
 令和元年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
  
○ ZEB関連技術(ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の導入 

留学生等への日本の技術の紹介として、自然採光システムや次世代人検知システム等

民間資金で設置したZEB関連技術（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル：快適な室内環境

を実現しながら消費するエネルギーをゼロにすることを目指した建物）を大学の施設に

導入している。 
  
 令和元年度の実績のうち、下記の事項について課題がある。 
  
○ 情報セキュリティマネジメント上の課題 

情報セキュリティに係る組織や体制の強化を講じているものの、その後も情報セキュ

リティインシデントが発生するなど、必要な情報セキュリティ対策が講じられていると

は言えないことから、再発防止に向けた更なる技術的な対策及び組織的な取組を早急に

実施することが求められる。 
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Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況                          

 
 令和元年度の実績のうち、下記の事項について注目される。 
 
○ 教育課程の再編・強化に関する取組 

修士課程国内プログラムにおいて、これまでのプログラム制に加えて、平成28年４月

に新たにコース制を導入し、公共政策プログラムについては、基幹プログラムとして新

たな枠組みに再編され、多様な政策領域に共通する基礎的な科目に加えて、政策課題・

分野別の「コース」を設置し、専門的な科目を開講している。この取組を更に推進し、

平成31年４月には総合政策コースを開設するなどしている。 
○ 他機関との連携による教育プログラムの充実 

従来から実施している連携教育プログラムの実施や修士課程プログラム「戦略研究プ

ログラム」の実施に加え、独立行政法人国際協力機構との新設コースを新たに開始する

など、国内外の政府関係機関等の人材養成ニーズに迅速かつ柔軟に対応するため、多様

な形で他の研究機関等と連携・協力し実践的かつ学術的な教育プログラムを実施してい

る。 
 
 

 


